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『自主』 『友愛』 『奉仕』 

一歩を踏み出す夏へ 

〜 一学期の成長を次なるステップへ 〜 

 早いもので、今年度の一学期も締めくくりの時期を迎

えました。四月の始業式・入学式からこれまでの約四ヶ月

間、生徒たちは学習に、行事に、そして部活動にと、日々

全力で駆け抜けてきました。 

 新入生として緊張した面持ちで校門をくぐった一年生

は、すっかり中学校の生活リズムに慣れ、クラスの結束を

深めています。学校の中核としての自覚が芽生え始めた

二年生は、先輩・後輩の間をつなぎ、様々な場面で頼もし

い姿を見せてくれるようになりました。そして、最高学年

である三年生は、進路という自らの大きな壁に向き合い

ながらも、背中で下級生を引っ張る、まさに「学校の顔」

としての風格が漂っています。日々の授業や学校生活の

中で、生徒たちが互いに認め合い、高め合う姿を見ること

ができ、大きな成長を実感する一学期となりました。 

 さて、七月といえば、多くの運動部や文化部にとって、

これまでの集大成となる県中学校総合体育大会や吹奏楽

コンクールが開催される時期です。特に三年生にとって

は、様々な状況を乗り越え、仲間と共に汗と涙を流しなが

ら、愚直に努力を積み重ねてきた集大成の舞台です。勝負

の世界ですから、結果には嬉し涙もあれば、悔し涙もある

でしょう。しかし、本当に価値があるのは、結果そのもの

だけではありません。「目標に向かって仲間と心を一つ

にし、努力を継続した」というそのプロセスこそが、何物

にも代えがたい一生の財産です。最後の最後まで諦めず

に全力を尽くす生徒たちの姿を、私たちは全力を挙げて

応援したいと思います。保護者の皆様におかれましても、

これまでのサポートへの感謝とともに、子どもたちの背

中を温かく押して一際大きな声援を送っていただければ

幸いです。 

 そして、明後日18日からは、いよいよ45日間にわた 

る夏休みが始まります。 

 中学校生活における夏休みは、 

単なる「学校の休み」ではなく、 

「自立の力を試す期間」です。 

学校という時間枠から離れ、自分で一日のスケジュールを

立て、実行していくことが求められます。 

 生徒たちには、この長い休みにしかできないことに挑戦

してほしいと願っています。苦手科目の徹底的な復習、気に

なっていた本をじっくり読むこと、家族の一員として家事

を手伝うこと、地域のアクティビティに参加することなど、

何でも構いません。自分で決めたルールを毎日守り通すと

いう「小さな継続」が、秋以降の大きな自信へとつながって

いきます。 

 一方で、自由な時間が増える夏休みは、生活リズムの乱れ

や、SNS・インターネットをめぐるトラブル、お祭りなどの

夜間外出による非行、水の事故など、様々な誘惑や危険と隣

り合わせの期間でもあります。学校でも休業前に安全指導・

生徒指導を行っていますが、何よりも生徒たちが長い時間

を過ごす「家庭・地域」での見守りが不可欠です。ぜひ、御

家庭におかれましても、スマートフォンの利用ルールの再

確認や、規則正しい生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん）の

維持について、定期的にお声がけをお願いいたします。子ど

もたちの健全な成長には、学校・家庭・地域の連携が欠かせ

ません。 

 最後に今学期への御協力に改めて感謝申し上げますとと

もに、生徒一人ひとりにとって、この夏が安全で、且つ精神

的に一回りも二回りも大きく成長する実り多き時間となり

ますよう、引き続き温かい見守りと御支援をよろしくお願

い申し上げます。 

９月１日の二学期始業式、日焼け 

した元気な生徒たちと笑顔で再会 

できることを心より楽しみにして 

おります。それでは，素敵な夏休 

みを過ごしてください。 

 

６月末から各地域で生徒会がボランティアに取り組みました。６月２０日香月校区しおかぜ

協議会と校区内の沿道で、７月３日東区まちづくり推進委員会との協力で学校の正門で、植栽

活動を行いました。地域や学校内が素敵な花々で彩られる日が楽しみです。 

７月１１日には、薬物乱用防止キャンペーンに、１５名の生徒会役員が参加しました。市内

の中高生や各団体から約１４０名が集まり、街頭で薬物乱用防止を

呼びかけながら募金活動を行いました。開会式では、生徒会副会長

が、代表で誓いを述べる場面もありました。猛暑日でしたが生徒の

皆さんは、頑張っている姿は、地域に元気を与えてくれます。そし

て、自分の時間を、誰かを支えるために使うこの経験は、必ず自身

の心の成長の糧となります。 

                        

 ７月２日（木）大隅地区内の初任者が、本校を会場に「研究

授業」研修を実施しました。３年２組では、先輩授業として英

語の授業を、２年４組では数学の授業を提供しました。それら

の授業をもとに、初任の先生方が、授業の内容を振り返り自身

の学びに繋げていきました。生徒の皆さんが意欲的に活動し

ていた姿を通して、先生方の

学びにつながったことと思い

ます。 

 今後も、生徒のより良い学

びを支えるために、授業改善

に取り組んで参ります。 

 

 「いのち」があっての充実した夏休みです。事件や事故に巻

き込まれないためには、ルールやマナーを守ること。詳細は、

夏休みのしおり等で確認してください。 

１ 生活のリズムを崩さないようにしよう 

２ 水辺の事故や交通事故などに注意 

   ・危険な箇所に近づかない、危険な行為はしない！ 

３ インターネット・SNSの利用は適切にルールを守る 

   ・ネット上のトラブルは一生を左右 

しかねません！ 

４ 計画的に宿題を進めよう 

５ 熱中症対策を万全に 

８月の主な行事 

５日(水) 志学教室④⑤⑥⑦（～８日） 

８日(土) 学校閉庁日（～１６日） 

２１日(金) 出校日 

２５日(火) 市いじめ撲滅サミット 

 ３０日(日) 第2回PTA奉仕作業 

９月の主な行事 

１日(火) 始業式・大掃除 

 ２日(水) 実力テスト（～３日） 

 ５日(土) 志学教室⑧ 

１２日(土) 第８０回体育大会 

１４日(月) 体育大会振替休日 

２６日(土) 志学教室⑨ 

※ 学校閉庁期間(8月8日～16日）の緊急連絡先 志布志市教育委員会 学校教育課 ０９９－４７２－１１１１ 

 ※ 1学期の保護者学校評価回答への御協力ありがとうございました。今後の学校運営に活用して参ります。 
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充実した夏休みにするために フレッシュ研修「研究授業」研修 

☆ 地域を彩り、社会を支える！生徒会の熱い夏ボランティア ☆ 


